
早
い
も
の
で
、
今
年
の
1

月
17
日
で
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
か
ら
30
年
に
な
る
。
あ

の
大
震
災
で
は
、
多
く
の
方

が
亡
く
な
ら
れ
、
被
災
さ
れ

た
方
は
大
変
な
苦
労
を
強
い

ら
れ
た
。
同
時
に
、
日
本
の

危
機
管
理
体
制
の
脆
弱
性
が

露
呈
し
、
そ
の
後
の
改
善
の

き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
。
本

稿
で
は
、
あ
の
大
震
災
と
、

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
た
以

後
の
動
き
な
ど
を
整
理
し
て

み
た
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
1
月
17
日

人
に
は
誰
に
で
も
、「
あ
の

時
ど
う
し
て
い
た
？
」
と
聴

か
れ
た
途
端
、
当
時
の
状
況

を
鮮
明
に
思
い
出
す
出
来
事

が
あ
る
。
40
歳
以
上
の
方
な

ら
、「
あ
の
時
」
の
一
つ
は
阪

神
・
淡
路
大
震
災
だ
ろ
う
。

当
時
、
私
は
国
の
防
災
行

政
の
一
端
に
携
わ
っ
て
い
た

が
、
出
勤
し
て
す
ぐ
に
見
た

テ
レ
ビ
で
、
横
倒
し
に
な
っ

た
大
小
の
ビ
ル
や
高
速
道

路
、
市
内
全
域
に
何
本
も
立

ち
上
が
る
火
災
の
煙
を
目
に

し
て
、
我
が
目
を
疑
っ
た
。

当
時
は
、
災
害
対
応
は
被

災
市
町
村
が
行
う
も
の
と
い

う
考
え
が
一
般
的
で
、
大
災

害
時
に
国
が
危
機
管
理
（
こ

の
言
葉
す
ら
耳
慣
れ
な
か
っ

た
）
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
、私
自
身
、考

え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
毎

年
防
災
の
日
（
９
月
1
日
）

に
行
っ
て
来
た
国
主
導
の
震

災
対
策
訓
練
も
形
骸
化
し
て

お
り
、
首
相
官
邸
に
も
危
機

管
理
セ
ン
タ
ー
な
ど
な
か
っ

た
。こ
の
た
め
、と
り
あ
え
ず

各
省
庁
が
そ
れ
ぞ
れ
災
害
対

策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
マ
ス

コ
ミ
報
道
や
、
断
片
的
に
入

っ
て
来
る
情
報
を
頼
り
に
、

手
探
り
で
対
応
方
針
を
決
め

て
い
く
し
か
な
か
っ
た
。

神
戸
市
だ
け
で
は
ど
う
し

よ
う
も
な
い
こ
と
は
わ
か
っ

た
が
、
法
律
上
、
県
知
事
か

ら
の
応
援
要
請
が
な
い
と
動

け
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
機
関
も
多
く
、
応
援
派
遣

を
決
定
す
る
だ
け
で
も
一
苦

労
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
人

は
あ
の
よ
う
な
事
態
に
な
る

と
、
何
と
か
応
援
し
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
る
も
の
ら
し

く
、
官
民
を
問
わ
ず
、
命
令

か
自
発
的
か
を
問
わ
ず
、
結

果
的
に
全
国
か
ら
多
く
の
組

織
や
人
が
神
戸
に
集
結
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

兵
庫
県
の
災
害
対
策
本
部

が
混
乱
に
陥
っ
て
い
る
中

で
、
応
援
に
集
ま
っ
た
人
た

ち
の
誰
が
ど
こ
で
何
を
す
る

の
か
、
食
料
・
水
・
ト
イ

レ
・
寝
る
場
所
、
通
信
連
絡

（
当
時
は
、
ま
だ
携
帯
電
話

が
ほ
と
ん
ど
普
及
し
て
い
な

か
っ
た
）
を
ど
う
す
る
の
か

な
ど
、
次
々
に
難
問
が
出
て

来
た
が
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
く
し
か
な
か

っ
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
前
と
直

後
の
広
域
応
援
体
制
の
整
備

以
上
の
よ
う
に
、阪
神
・
淡

路
大
震
災
発
生
時
の
日
本
の

危
機
管
理
体
制
は
全
く
な
っ

て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ま

で
に
も
広
域
応
援
の
制
度
自

体
は
そ
れ
な
り
に
整
備
さ
れ

て
い
た
。
こ
こ
で
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
ま
で
と
そ
の
後

の
制
度
整
備
の
状
況
を
整
理

し
て
お
こ
う
。

46
年
12
月
に
発
生
し
た
昭

和
南
海
地
震
で
は
、
戦
争
直

後
の
混
乱
期
だ
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
死
者
１
３
３
０
人

を
出
す
大
災
害
と
な
っ
た
。

こ
の
地
震
を
契
機
と
し
て
47

年
10
月
に
「
災
害
救
助
法
」

が
制
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
同

じ
47
年
の
12
月
に
制
定
さ
れ

た
「
消
防
組
織
法
」
で
は
、

消
防
は
市
町
村
が
担
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
た
が
、
大
規
模

な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
近
隣
市
町
村
が
相
互
応

援
協
定
に
よ
っ
て
対
処
す
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
た
。

59
年
9
月
の
伊
勢
湾
台
風

（
死
者
４
６
９
７
人
）
の
大

惨
事
を
契
機
と
し
て
、
61
年

11
月
に
「
災
害
対
策
基
本

法
」
が
制
定
さ
れ
、
都
道
府

県
の
地
域
防
災
計
画
に
広
域

的
な
応
援
体
制
が
位
置
づ
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま

た
、
63
年
４
月
に
は
消
防
組

織
法
も
改
正
さ
れ
、
市
町
村

の
相
互
応
援
の
努
力
義
務
が

規
定
さ
れ
て
、
消
防
の
広
域

応
援
体
制
が
次
第
に
整
備
さ

れ
て
い
っ
た
。

64
年
６
月
の
新
潟
地
震
の

際
に
は
、
原
油
タ
ン
ク
の
火

災
の
消
火
の
た
め
、
自
治
省

（
当
時
）
消
防
庁
の
要
請
に

基
づ
き
東
京
消
防
庁
か
ら
化

学
車
が
派
遣
さ
れ
た
。
こ
の

時
の
経
験
を
踏
ま
え
て
65
年

５
月
に
消
防
組
織
法
が
改
正

さ
れ
、
消
防
庁
長
官
が
被
災

都
道
府
県
知
事
の
要
請
を
受

け
て
他
の
都
道
府
県
知
事
に

対
し
応
援
要
請
を
行
う
こ
と

が
出
来
る
こ
と
と
さ
れ
、
都

道
府
県
の
境
界
を
越
え
て
応

援
し
あ
う
体
制
が
制
度
化
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
政

府
全
体
の
危
機
管
理
体
制
の

不
備
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た

め
、
そ
の
見
直
し
と
整
備
が

順
次
行
わ
れ
た
。
地
震
直
後

の
95
年
２
月
に
各
省
庁
の
局

長
ク
ラ
ス
か
ら
成
る
「
官
邸

緊
急
参
集
チ
ー
ム
」
が
設
置

さ
れ
、96
年
５
月
に
は
、首
相

官
邸
敷
地
内
に
仮
設
の
「
内

閣
情
報
集
約
セ
ン
タ
ー
」
が

設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
98
年

４
月
に
は
「
内
閣
危
機
管
理

監
」
も
設
置
さ
れ
た
が
、
政

府
の
危
機
管
理
宿
舎
が
設
置

さ
れ
た
の
は
00
年
12
月
に
な

っ
て
か
ら
だ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ

（
01
年
９
月
）
後
の
02
年
４

月
に
新
築
さ
れ
た
首
相
官
邸

に
は
、
そ
の
地
下
に
「
官
邸

危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
」
が
新

設
さ
れ
た
。
そ
の
時
、
緊
急

事
態
発
生
時
に
同
セ
ン
タ
ー

を
運
営
す
る
関
係
各
省
の
リ

エ
イ
ゾ
ン
チ
ー
ム
の
仕
組
み

も
作
ら
れ
て
、
現
在
ま
で
運

用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
経
験
を
踏
ま
え
、
95
年

６
月
に
は
、
全
国
の
消
防
本

部
相
互
に
よ
る
迅
速
な
援
助

体
制
と
し
て
「
緊
急
消
防
援

助
隊
」
が
発
足
し
た
。
そ
の

仕
組
み
に
は
、
あ
の
時
手
探

り
で
考
え
出
し
て
う
ま
く
い

っ
た
事
項
と
、
こ
う
す
べ
き

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ

れ
た
事
項
の
ほ
と
ん
ど
が
盛

り
込
ま
れ
た
。
そ
の
骨
格
は

今
で
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
同
年
10
月
に
は
消

防
組
織
法
が
改
正
さ
れ
、
大

規
模
災
害
時
に
お
い
て
都
道

府
県
知
事
の
要
請
を
待
つ
い

と
ま
が
な
い
場
合
に
、
消
防

庁
長
官
は
要
請
を
待
た
ず
に

他
の
都
道
府
県
知
事
に
応
援

要
請
が
出
来
る
と
と
も
に
、

場
合
に
よ
っ
て
は
直
接
市
町

村
に
応
援
要
請
を
す
る
こ
と

が
出
来
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

自
衛
隊
は
、
災
害
派
遣
の

際
に
は
知
事
の
要
請
を
受
け

て
出
動
す
る
の
が
原
則
だ

が
、
同
じ
95
年
10
月
に
防
衛

庁
（
当
時
）
防
災
業
務
計
画

を
修
正
し
、
い
わ
ゆ
る
自
主

派
遣
に
係
る
判
断
基
準
を
明

確
に
し
た
。

ま
た
、こ
の
地
震
で
、迅
速

的
確
に
災
害
情
報
を
収
集
し

全
国
に
応
援
要
請
を
行
う
た

め
に
は
、
防
災
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
一
層
の
整
備
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
痛
感
さ
れ

た
。
こ
の
た
め
、
96
年
4
月

以
降
、
都
道
府
県
及
び
市
町

村
防
災
行
政
無
線
網
、
地
域

衛
星
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

画
像
伝
送
シ
ス
テ
ム
な
ど
の

防
災
関
係
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
整
備
を
体
系
的
、
専

門
的
に
行
っ
て
い
く
体
制
が

て
い
る
。
派
遣
費
用
は
、
要

請
自
治
体
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

Ｔ
Ｅ
Ｃ
︲
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
は

「
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
」

の
通
称
で
、
地
震
・
水
害
・

土
砂
災
害
等
の
大
規
模
自
然

災
害
の
際
に
、
被
災
自
治
体

等
が
行
う
被
災
状
況
の
迅
速

な
把
握
、
被
害
の
発
生
お
よ

び
拡
大
の
防
止
、
被
災
地
の

早
期
復
旧
そ
の
他
災
害
応
急

対
策
に
対
す
る
技
術
的
な
支

援
を
円
滑
か
つ
迅
速
に
実
施

す
る
た
め
に
、
08
年
に
設
置

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
派
遣

費
用
は
、
国
土
交
通
省
が
負

担
す
る
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30

年
を
迎
え
て
思
う
こ
と

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、日

本
の
危
機
管
理
体
制
の
脆
弱

性
を
顕
在
化
さ
せ
、
そ
の
後

充
実
強
化
さ
れ
た
。

21
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
の
広

域
応
援
体
制
の
整
備

21
世
紀
に
入
る
と
、
東
南

海
・
南
海
ト
ラ
フ
地
震
、首
都

圏
直
下
地
震
等
の
切
迫
性
や

Ｎ
Ｂ
Ｃ
テ
ロ
災
害
等
の
危
険

性
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
こ
の
よ
う
な
災
害
に
対

し
て
は
、
国
全
体
と
し
て
迅

速
・
的
確
な
対
応
体
制
を
構

築
す
る
必
要
性
が
改
め
て
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
国
民
保
護
法
制

定
の
際
に
行
わ
れ
た
03
年
６

月
の
消
防
組
織
法
改
正
の
際

に
、
緊
急
消
防
援
助
隊
が
法

制
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
派

遣
費
用
な
ど
に
関
す
る
国
の

財
政
措
置
が
規
定
さ
れ
た
。

消
防
の
組
織
は
市
町
村
が

整
備
す
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
国
や
都
道
府
県
に
比
べ

て
財
政
規
模
が
遙
か
に
小
さ

い
。
こ
の
た
め
、
緊
急
消
防

援
助
隊
の
使
用
す
る
資
機
材

等
に
つ
い
て
は
国
の
補
助
制

度
が
創
設
さ
れ
た
。
ま
た
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
地
方
公

共
団
体
が
整
備
・
保
有
す
る

こ
と
が
困
難
な
も
の
に
つ
い

て
は
、
国
が
整
備
し
緊
急
消

防
援
助
隊
と
し
て
活
動
す
る

人
員
の
属
す
る
都
道
府
県
又

は
市
町
村
に
対
し
て
無
償
で

使
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
も
創
設
さ
れ
た
。
国
の

財
政
措
置
の
強
化
は
、
市
町

村
に
対
す
る
国
か
ら
の
補
助

の
改
善
の
契
機
と
な
っ
た
。

現
在
の
危
機
管
理
体
制
は
、

当
時
に
比
べ
れ
ば
段
違
い
に

整
備
さ
れ
て
い
る
。
あ
の
地

震
が
な
け
れ
ば
、
日
本
の
危

機
管
理
体
制
は
脆
弱
な
ま
ま

だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ

の
状
態
で
、
東
日
本
大
震
災

を
迎
え
て
い
た
ら
、
と
思
う

と
ゾ
ッ
と
す
る
。

だ
が
、
切
迫
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
首
都
圏
直
下
の
地

震
も
、
先
日
地
震
臨
時
情
報

（
巨
大
地
震
注
意
）
が
発
表

さ
れ
た
南
海
ト
ラ
フ
地
震

も
、政
府
の
被
害
予
想
は
、阪

神
・
淡
路
大
震
災
は
も
ち
ろ

ん
、
東
日
本
大
震
災
の
被
害

を
も
遙
か
に
超
え
て
い
る
。

地
震
国
日
本
と
し
て
は
、
今

後
も
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両

面
に
わ
た
っ
て
、
地
震
防
災

対
策
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
だ
と
思
う
。

金
が
削
減
さ
れ
て
い
く
流
れ

の
中
で
、
緊
急
消
防
援
助
隊

の
急
速
な
整
備
強
化
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
で
は

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
、
国
土
交
通
省

で
は
Ｔ
Ｅ
Ｃ
︲
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ

の
仕
組
み
が
作
ら
れ
た
。

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
「
災
害
派
遣

医
療
チ
ー
ム
」
の
通
称
で
、

東
京
で
は
04
年
に
、
国
で
は

05
年
に
設
立
さ
れ
た
。
普
段

は
病
院
等
で
働
い
て
い
る
医

師
や
看
護
師
な
ど
が
、
大
規

模
災
害
や
事
故
が
発
生
す
る

と
、
要
請
を
受
け
て
、
直
後

に
現
場
に
入
っ
て
活
動
を
行

う
。
災
害
発
生
か
ら
お
お
む

ね
48
時
間
以
内
に
現
場
で
の

応
急
治
療
や
重
症
患
者
の
医

療
機
関
へ
の
搬
送
、
現
地
の

病
院
支
援
な
ど
の
活
動
を
開

始
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
、
組
織
的
に
訓
練
を
行
っ

阪
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Ad EIZO DuraVision （67×30 mm）

不鮮明な静止画・動画を見やすく処理

詳しくは
こちら▶ハードウェア版・ソフト版を用意

IPモニター 画像鮮明化

監視を効率化！EIZOの画像鮮明化
ソリューションで




